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青森 NEWS WEB

三沢市内に住む外国人に 交流通じ日本語や暮らし方学ぶ教室

02月18日

青森県三沢市で、市内に住む外国人が地元の人たちと
交流しながら、日本語やゴミの出し方などを学ぶ教室
が開かれました。青森県の太平洋側に位置する三沢市
は、アメリカ軍の基地があり国際色が豊かですが、こ
のところ畜産業や農業に携わる外国人技能実習生も増
えています。このため市などは、外国人を対象に、地
元の人と交流をしながら日本語や日本で暮らすうえで
必要なことを学んでもらおうと、「交流型日本語教
室」開き、ベトナム人の技能実習生や同じ地域に住む
日本人などおよそ３０人が参加しました。
参加したベトナム人男性は、「日本語を勉強したり日
本人と会話ができたりしてとても楽しかったです」と
話していました。

https://www3.nhk.or.jp/lnews/aomori/20230218/6080018800.html

https://www3.nhk.or.jp/lnews/aomori/


ABA青森朝日放送

外国人の関わる事件・事故で活躍「部内通訳要員」の研修会

2023.06.14

「部内通訳要員」は、警察官や行政職員で外国
人が関わる事件、交通事故の取り調べや事情聴
取が必要な時、通訳をする警察官や行政職員で
す。

青森県警察本部の職員２６５１人のうち２３人。
英語や中国語をはじめ、６つの言語の担当者が
２４時間体制で備えています。

「学んできたことを、地元の治安の維持のため
に生かせるということと、最近技能実習生など
も、青森県に入ってきていますので、業務と両
立しながら、通訳業務に関しましても一生懸命
取り組んでいきたいと思っております」

新型コロナの規制緩和により、日本を訪れる外
国人は増加し、ますます需要が高まっています。

https://www.aba-net.com/news/news-78392.html



日本経済新聞

介護現場の方言をAI翻訳 青森、外国人実習生ら支援

2022年11月10日

青森県内で外国人介護人材の方言理解を支
援する動きが相次いでいる。弘前大学は津
軽弁の人工知能（AI）翻訳の開発を進め、
八戸学院大学と南部町は余暇活動を通じて
習得を後押しする。多様な意思疎通方法を
学べ、東南アジアなど多言語を使う母国に
戻って起業する際にも役立つ。都市に集中
しがちな人材を、方言習熟を売りにして地
方に呼ぶ効果も見込む。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC087N70Y2A101C
2000000/
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ぜんぎょれん八戸食品（青森県八戸市）の検査室。
試薬の入ったフラスコなどが並ぶ分析機器の前で、ベ
トナム人のグエン・ティ・トゥイさん（28）が食品の
衛生検査を進める。2022年までは技能実習生として、
隣接する現場でサバやイカの加工に従事していた。

「せっかく残ってくれたグエンさんに配置転換で報
いたかった」と石川勝巳社長。22年5月にベトナム人
実習生6人が、転職が可能になる在留資格「特定技能」
に移行した。これを機に大半が時給が同社より3割高い

千葉県や愛知県の弁当製造業などに転職。残ったのは
「品質管理などいろいろ学びたい」というグエンさん1

人だった。

グエンさんは母国で大学薬学部を卒業し薬剤師の資
格も持つ。「分析工程の習得期間は通常の人の半分」
（長谷川晃一総合管理チーム部長）。同社も期待を高
め、グエンさんも適職を得て「長く日本にいたい」と
話す。

深刻な人手不足を背景に、外国人材の処遇を改善し
長期就労しやすくする新制度の検討が政府によって進
められ、最終報告がまとまった。ポイントは技能実習
制度を廃止し一定条件で転職可能にすることだ。最低
賃金が全国37位と低水準の青森県では、水産加工業者

の多くが「技能実習生が都市部に移りかねない」と懸
念している。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC181G80Y3A111C2000000/

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC181G80Y3A111C2000000/

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC181G80Y3A111C2000000/


イカ釣り船を11隻運営する漁業会社、ヤマツ谷
地商店（青森県八戸市）は1日、「特定技能1号」
の資格を持つインドネシアの青年5人を受け入れ
た。八戸のイカ釣り船で同資格を持つ船員を採用
したのは初めてだ。8月中旬に太平洋などに繰り
出す。

5人は3月まで技能実習生として同社の船に乗り
組んでいた。谷地充晴取締役は「経験の浅い技能
実習生と日本人乗組員との仲介役になってほし
い」と期待を寄せる。
特定技能制度は深刻な人手不足に対応するため

2019年に国が導入した。在留5年が上限の1号と、
在留期間に上限がなく家族帯同も可能な2号があ
る。
国は6月に2号の対象を現在の2分野から、漁業
や農業を含む11分野に拡大すると閣議決定した。
追加9分野について要件整備を進め、秋以降、2号
移行に必要な試験を順次実施していく。一方で
1990年代に導入された技能実習生制度は違法な長
時間労働など課題も多く段階的に廃止する。

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC051LR0V00C23A8000000/

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC051LR0V00C23A8000000/

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCC051LR0V00C23A8000000/


青森大学で10月1日に開かれた「にほ
んごカフェ」。外国人と日本人計約20

人がグループに分かれ、好きな食べ物
や青森での生活について語り合った。
世代も職業も様々だが、一つだけ決
まっていることがある。日本語を使う
ことだ。

この催しは、青森県の委託を受けた
「交流型日本語教室」として、2021年

春から青森県観光国際交流機構の主催
で始まった。

きっかけは、技能実習生など県内で
暮らす外国人が増えてきたことだった。
出入国在留管理庁の統計によると、県
内では12年に3930人だったのが、22年
には6702人に増加。こうした人たちに

地域の人と日本語でコミュニケーショ
ンをとりながら、生活習慣を身につけ
てほしいとの狙いがある。

https://www.asahi.com/articles/ASRBL6Q78RBCULUC00N.html

https://www.asahi.com/articles/ASRBL6Q78RBCULUC00N.html

https://www.asahi.com/articles/ASRBL6Q78RBCULUC00N.html


青森県経友会の近田専務理事です。
さて今年の経友会周辺の大きな変化と言えば試験合格者のイ
ンドネシア人特定技能者の増加が目立ちます。インドネシア
人特定技能者が増えた理由としてコロナ禍でベトナムでの募
集が困難になったことがあります。フィリピンは手続きがか
なり面倒だし、ミャンマーはクーデターが続いています。
ミャンマーの技能実習生は入国してすぐに難民申請をする例
もあるそうです。消去法的にインドネシアが急増しているよ
うです。ベトナムでは試験による特定技能者の制度がないの
でインドネシアの特定技能者が増えています。農業の特定技
能者はほとんどと言って良いくらい日本人と同じ業務が出来
ます。
入社までの期間が極めて短いです。早ければ面接後3ヶ月
くらいで入国、即入社です。1ヶ月の座学講習もありません。
ですので費用が格安です。賃金も技能実習とあまり変わりま
せん。
農家にとって転職自由のリスクがありますが転職の場合

3ヶ月くらい前には転職希望者からの申し出があるのが普通
です。技能実習生の失踪はいきなりですので農家さんは大変
です。なので転職の申し出がすぐに特定技能者を募集すれば
空白の期間が極めて短くて済みます。
農業の日本人労働者不足も深刻ですのでインドネシア人特
定技能者は、農家の救世主になっているような気がします。

https://www.keiyuukai.com/%E9%9D%92%E6%A3%AE%E7%9C%8C%E3%81%A7%E8%A9%A6%E9%A8%93%E5%90%88%E6%A0%BC%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E7%89%B9%E5%AE%9A%E6%8A%80%E8%83%BD%E8%80%85%E3%81%8C%E5%A2%97%E5%8A%A0/

https://www.keiyuukai.com/%E9%9D%92%E6%A3%AE%E7%9C%8C%E3%81%A7%E8%A9%A6%E9%A8%93%E5%90%88%E6%A0%BC%E3%81%AB%E3%82%

88%E3%82%8B%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E7%89%B9%E5%AE%9A%E6%8A%80%E8%83%BD%E8%80%85%E3%81%8C%E5%A2%97%E5%8A%A0/

https://www.keiyuukai.com/%E9%9D%92%E6%A3%AE%E7%9C%8C%E3%81%A7%E8%A9%A6%E9%A8%93%E5%90%88%E6%A0%BC%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E8%BE%B2%E6%A5%AD%E7%89%B9%E5%AE%9A%E6%8A%80%E8%83%BD%E8%80%85%E3%81%8C%E5%A2%97%E5%8A%A0/


介護の現場で活躍する特定技能外国
人としてネパール出身の11人が青森県
十和田市の介護施設で入社式に臨み、
故郷を離れて働く決意を語りました。
青森県十和田市の社会福祉法人「生

きがい十和田」の入社式に臨んだのは
19歳から34歳までのネパール人男女
11人です。施設では人手不足が続く介
護業界での働き手を確保しようと特定
技能外国人の雇用を進めていて、ネ
パール人の採用は2022年に続いて2年
連続です。式では新入職員たちがこれ
まで学んできた日本語で抱負を述べま
した。

パンティ・プランさん
「本当にうれしい気持ちになりました。
介護の仕事を一生懸命がんばりたい」

マガル・ケリナさん
「私は2年間ほど病院で働いていた経
験がある。仕事と日本語がんばってい
ます」

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/729574?display=1

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/729574?display=1

https://newsdig.tbs.co.jp/articles/-/729574?display=1


https://www.jstage.jst.go.jp/article/jndsj/42/2/42_83/_pdf/-char/ja



https://www.rodo.co.jp/news/154064/



https://www.city.hachinohe.aomori.jp/soshikikarasagasu/shiminrenkeisuishinka/shiminkatsudo_chiikikatsudo/4/4152.html



外国人相談支援において重要な「在留知識の基礎知識」などを学ぶとともに、外国
人に伝わる「やさしい日本語」の活用を学び、外国人相談支援のためのスキルアッ
プを図ります。
※募集人数：６０名（定員を超えた場合は、外国人支援者を優先します）

開催日時：2024年2月21日（水）第１部10:30～12:00 第２部13:30～16:00

開催場所：青森県観光物産館アスパム 4階「十和田」

対象者：市町村・県・国の行政機関窓口担当者、日本語学習支援者、
国際交流サポーター、外国人を雇用する県内事業所の外国人支援担当者、
日本語教室運営者など

申込方法：下記QRコード 、FAX（017-735-2067）
メール（info_kokusaikoryu@aomori-kanko.or.jp)

申込期限：2024年2月9日（金）16時
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